安全にお使いいただくために 
必ずお守りください 


お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本製品を安全にお使いいただくために 
守っていただきたい事項を記載しました。正しく使用するために、必ずお読みになり内容をよく 
理解された上で、お使いください。なお、本紙には弊社製品だけでなぐ弊社製品を組み込んだパ 
ソコンシステム運用全般に関する注意事項も記載されています。 

パソコンの故障/トラブルや、いかなるデータの消失•破損または、取り扱いを誤ったために生じ 
た本製品の故障/トラブルは、弊社の保証対象には含まれません。 

あらかじめご了承ください。 

■使用している表示と絵記号の意味 

警告表示の意味 


A 警告 

絶対に行ってはいけないことを記載しています。この表示の注意事項を守らないと、使用者が 
死亡または、重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 

A 注意 

この表示の注意事項を守らないと、使用者がけがをしたり、物的損害の発生が考えられる内容 
を示しています。 


■ △警告 


❶ 

強制 


AC アダプターは必ず本製品付属のものをお使いください。 

本製品付属以外の AC アダプターをご使用になると、電圧や端子の極性が異なることがあるため、 
発煙、発火の恐れがあります。 



電源プラグを 
抜く 


㊃ 

水場での 
使用禁止 


液体や異物などが内部に入ったら、 AC コンセントからプラグを抜いてください。 

そのまま使用を続けると、シヨートして火災になったり感電する恐れがあります。 

弊社サポートセンターまたはお買い求めの販売店にご相談ください。 


風呂場など、水分や湿気の多い場所では、本製品を使用しないでください。 

火災になったり、感電する恐れがあります。 


霪 

電源プラグを 
抜く 


電源製品の内部やケーブル、コネクター類に小さなお子様の手が届かないように機器を配 
置してください。 

けがをする危険があります。 


■餘意 


絵 記号の意味 


A 

△は、警告•注意を促す記号です。△の近くに具体的な警告内容(例:△感電注意)が描かれてい 
ます。 

0 

〇に斜線は、してはいけない事項(禁止事項)を示す記号です。 

〇の中や近くに、具体的な禁止事項が描かれています。（例： ( S ) 分解禁止） 

• 

•は、しなければならない行為を示す記号です。 

•の近くに、具体的な指示内容(例：®プラグをコンセントから抜く）が描かれています。 


■ △警告 



AC アダプターを傷つけたり、加工、過熱、修復しないでください。火災になったり、感電する 
恐れがあります。 

•設置時に、 AC アダプターを壁やラック（棚）などの間にはさみ込んだりしないでください。 
•重いものをのせたり、引っ張ったりしないでください。 

•熱器具に近付けたり、過熱したりしないでください。 

• AC アダプターを抜くときは、必ずフラグを持って抜いてください。 

•極端に折り曲げないでください。 

• AC アダプターを接続したまま、機器を移動しないでください。 

万一、 AC アダプターが傷んだら、弊社サボートセンターまたはお買い上げ販売店にご相談くださ 
い。 



AC アダプターが AC コンセントに接続されているときには、濡れた手で本製品に触らない 
でください。 

感電の原因となります。 


❶ 

強制 


静電気による破損を防ぐため、本製品に触れる前に、身近な金属（ドアノブやアルミサッシ 
など）に手を触れて、身体の静電気を取り除くようにしてください。 

体などからの静電気は、本製品を破損させる恐れがあります。 



次の場所には設置しないでください。 

感電、火災の原因になったり、製品に悪影響を及ぼすことがあります。 

•強しヽ磁界が発生するところ(故障の原因となります） 

籲静電気が発生するところ(故障の原因となります） 

•震動が発生するところ(けが、故障、破損の原因となります） 

籲平らでないところ(転倒したり、落下して、けがの原因となります） 
•直射日光が当たるところ(故障や変形の原因となります） 

•火気の周辺、または熱気がこもるところ(故障や変形の原因となります） 
•漏電の危険があるところ(故障や感電の原因となります） 

•漏水の危険があるところ(故障や感電の原因となります） 


❶ 

強制 


本製品を藤するときは、地方自治体の条例に従ってください。 

条例の内容については、地方自治体にお問い合わせください。 


分解禁止 


本製品の分解や改造や修理を自分でしないでください。 

火災•感電•故障の恐れがあります。また本製品のシールやカバーを取り外した場合、修理をお断り 
することがあります。 


€ 

電源プラグを 
抜く 


煙が出たり変な臭いや音がしたら、 AC コンセントから AC アダプターを抜いてください。 

そのまま使用を続けると、シヨートして火災になったり、感電する恐れがあります。弊社サボート 
センターまたは、お買い求めの販売店にご相談ください。 


€ 

電源プラグを 
抜く 


本製品を落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。与えてしまった場合は、すぐ 
に AC アダプターを抜いてください。 

そのまま使用を続けると、シヨートして火災になったり、感電する恐れがあります。弊社サボート 
センターまたはお買い求めの販売店にご相談ください。 



AC 100 V (50/60 Hz ) 以外の AC コンセントには、絶対にプラグを差し込まないでください。 

海外などで異なる電圧で使用すると、ショートしたり、発煙、火災の恐れがあります。 


❶ 

強制 


AC アダプターは、 AC コンセントに完全に差し込んでください。 

差し込みが不完全のまま使用すると、ショートや発熱の原因となり、火災や感電の恐れがありま 
す0 


切り取り 


保証書 

この製品は厳密な検査に合格してお届けしたものです。 

お客様の正常なご使用状態で万一故障した場合は、この保証書に記載された期 
間、条件の下に置いて彳廚1を致します。 

•彳蔚里は必ずこの保証書を添えてご依頼ください。 

•この保証書は再発彳豫しませんので大切に保管してください。 

株式会社バッファロー 

本社亍 457-8520 名古屋市南区柴田本通四丁目15番 





フリガナ 

お 

名 

前 


ご 

住 

所 

〒 




TEL ( ) - 


製品名 

WLI - TX 4 -G 

保証期間 

ご購入日より1年間 

ご購入日 

※販売店様記入欄 

年月日 

ご購入日が確認できる書類（レシートなど）を添付の上、 
修理をご依頼ください。 


※以下は弊社内での業務連絡として使用しますのでお客様はご記入なさらないで 
ください。 


年月日 サービス内容 担当 


⑷ 


らくらく ！セットアップシート 
2009年3月10日初版発行発行株式会社バッファロー 


BUFFALO 35010674 ver .01 11-011 Cl 0-01 3 


© 無線子機に AC アダプターを取 
りつけます。 



❸ 


AC アダプターを家庭用コンセ 
ントに差し込みます。 




□エアナビゲータ CD . 1枚 

□ LAN ケーブル(ストレート） . 1本 



無線子機に縦置き用スタンド 
を取りつけます。 


※本製品の保証書は本紙に印刷されています。修理の際は、必要事項を記入のうえ切り取つ 
て、本製品と一緒にお送りください。 

※追加情報が別紙で添付されている場合は、必ず参照してください。 

※本製品は、 GPL の適用ソフトウェアを使用しており、これらのソースコードの入手、改変、 
再配布の権利があります。詳細は、ェアナピゲータ CD 内の 「 apl . txt 」 をご覧ください。 


□らくらく ！セツトアツフシート 
(本紙•保証書つき） . 1枚 




□縦置き用スタンド. 


■1 個 


□ WLI - TX 4 -G (無線子機） . 1個 OAC アダプター . 1個 


万が一、不足しているものがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 


〇 


無線子機の POWER ランプが 
緑色に点灯することを確認し 
ます。 

POWER ランプが点灯しない場合 
は、一度 AC アダプターをコンセント 
から抜いた後、再度コンセントに差 
し込んでください。 


❺ 


無線子機の SECURITY ランプ 
が橙色に点滅するまで(約1秒 
間)、 AOSS ボタンを押し続け 
ます。 




次ページへつづ 


■電波に関する注意 

參本製品は、電波法に基づく小電カデータ通信システムの無線局の無線設備として、工事設計認証を受けて 
います。従って、本製品を使用するときに無線局の免許は必要ありません。また、本製品は、日本国内でのみ 
使用ァ、きます 

• 本製品は、工事設計認証を受けていますので、以下の事項をおこなうと法律で罰せられることがあり 
ます。 

•本製品を分解/改造すること 

•本製品の裏面に貼ってある証明レーベルをはがすこと 

• IEEE 802. 11 b/g 対応製品は、次の場所で使用しないでくださしヽ。電子レンジ付近の磁場、静電気、電 
波障害が発生するところ、 2.4 GHz 付近の電波を使用しているものの近く（環境により電波が届かない 
場合があります。） 

• EEE 802.1 lb/g 対応製品の無線チャンネルは、以下の機器や無線局と同じ周波数帯を使用します。 
•産業•科学•医療用機器 

• 工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の無線局 

① 構内無線局(免許を要する無線局） 

② 特定小電力無線局(免許を要しない無線局） 

• EEE 802.1 1 b/g 対応製品を使用する場合、上記の機器や無線局と電波干渉する恐れがあるため、以 
下の事項に注意してください。 

1本製品を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無線局が運用されていな 
いことを確認してください。 

2万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合は、速やかに 
本製品の使用周波数を変更して、電波干渉をしないようにしてください。 

3その他、本製品から移動体識別用の特定小電力無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合など 
何かお困りのことが起きたときは、弊社サボートセンターへお問い合わせください。 


使用周波数帯域 

2.4 GHz 

変調方式 

DS - SS 方式/ OFDM 方式 

想定干渉距離 

40 m 以下 

周波数変更の可否 

全帯域を使用し、かつ「構内無線局」「特定省電力無線局」帯域を回避可能 


ステップ2へつづく# (1) 



箱に入っているものを確認しよう 





無線子機を使うと、いろいろなネットワーク機器を無線 LAN に接続することができます。 




パソコン 


AV 機器 





% 


パソコン 


i 


ゲーム機 


無線子機 



無線親機 パソコン 

X 



パソコン 




接続する無線親機が AOSS に対応しているか確認してください。 
無線親機に AOSS ボタンがある場合は、 AOSS に対応しています。 


無線親機 


AOSS ボタン 



※ A 〇 SS ボタンがなくても、 AOSS に対応している 
無線親機もあります。エアステーションをお使い 
の方は、弊社ホームページ （ buffalo . jp ) をご覧く 
ださい。 


■AOSS に対応した無線親機をお使いの場合 

WZR / WZR 2/ WHR / WHR 2/ WHR 3/ WER / WBR 2 シリーズなどをお使いの場合 
马本紙ステップ3以降を参照してセツトアップを行ってください。 


AOSS に対応していない無線親機をお使いの場合 

WYR シリーズ、他社製アクセスボイントなどをお使いの場合、パソコンを利用してセットアッ 
プを行う必要があります。 

[エアナビゲータ CD ] 内の「画面で見るマニュアル」を参照してセットアップを行ってください。 

=» Windows を利用してセットアップを行う 

「マニュアルを読む」 — 「製品情報」 —「 LAN 端子用無線子機」 —「 AOSS に対応していない無線 
親機との接続 ( Windows 編)」をご参照ください。 

々 Macintosh を利用してセットアップを行う 

「マニュアルを読む」 — 「製品情報」- ^「 LAN 端子用無線子機」- >「 A 0 SS に対応していない無線 
アクセスポイント（親機）との接続 ( Macintosh 編)」をご參照ください。 


Windows をお使いの場合 

① CD - ROM 「エアナビゲータ CD 」 をパソコンにセットします。 

※Windows Vista をお使いの場合、自動再生の画面が表示されたら、 [ AIRNAVI . EXE の実行]を 
クリックしてください。 

また、「プログラムを続行するにはあなたの許可が必要です」と表示されたら、[続行]をクリッ 
クしてください。 

② [マニュアルを読む]をクリックします。 

③ 「マニュアルをインストールしてから読みますか？」と表示されますので、インストールする 
場合は、[はし、]をクリックします。 

④ 「画面で見るマニュアル（エアステーション設定ガイド）」が表示されます。 

Macintosh をお使いの場合 

① CD - ROM 「ェアナピゲータ CD 」 をパソコンにセットします。 

② 「エアナビゲータ CD 」 内の [ manual . html ] ファイルを開きます。 

③ 「画面で見るマニュアル(エアステーション設定ガイド）」が表示されます。 


「画面で見る マニ ユアル j を読むには 


接続する無線親機を確認しよう 


無線子機を取りつけよう 


無線 LAN 製品ご使用時におけるセキュリティーに関するご注意 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用してパソコン等と無線アクセ 
スポイント間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範囲であれば自由に LAN 接続が可能 
であるという利点があります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物(壁等）を越えてすべての場所に届くため、セキュ 
リティーに関する設定を行っていない場合、通信内容を盗み見られる/不正に侵入されるなど 
の可能性があります。 

BUFFALO の無線 LAN セキュリティーに対する取り組みについては、「画面で見る マニ ュ 
アル（エアステーシヨン設定ガイド）」内の「無線 LAN セキュリティーに関するご注意」をご覧 
ください。 



WLI-TX4-G 

マニュアル 


らくらく！セットアップシ 



このたびは、本製品をご利用いただき、誠にありがとうごさ'います。本製品を正しく使用するために、はじめにこのマニュアルをお読みください。お読みになった後は、大切に保管してください。 


使い方 





































































































































































© SECURITY ランプ m が点滅するまで、無線親機の電源を入れた状態で 
AOSS ボタンを押し続けます。 

AOSS ボタン • SECURITY ランプ* 1 の位置や仕様に関しては、無線親機によつて異な 
ります。お使いの無線親機のマニユアルを参照して、 AOSS ボタン ’ SECURITY ランプ 
&の位置と仕様を確認しておいてください。 



Q 自動的に無線親機が検索されて、設定がおこなわれます。 

0無線子機と無線親機の SECURITY ランプ％ 1 が点灯したら、接続は完了で 



無線親機に正しく接続されなかった場合、無線親機の SECURITY * 1 ランプが2回点滅 
から点滅に変わります。その場合は、再度手順©から実行してください。 

V_/ 


Q ネットワーク機器を付属の LAN ケーブルで接続します。 



© 


パソコン 

※ネットワーク機器の LAN ポートと接続します。 

AV 機器•パソコン•ゲーム機の電源を ON にします。 

電源力て) N になっていた場合は、一度電源を〇 FF — ON にしてください。 


以上で無線親機への接続は完了です。 


※ lAOSS ランプと記載されている無線親機もあります。 




たときは 


「画面で見るマニュアル」紅の「「困った」を解決する」を参照してください 

画面を使ったわかりやすい解決策が記載してあります。 


各部の名称とはたらき 


各部の名称とはたらきを説明します。 


線子機 ( WU - TX 4- G ) 入 



① AOSS ボタン 


② POWER ランプ 

③ SECURITY ランプ(橙) 


④ WIRELESS ランプ(緑) 


⑤ DIAG ランプ(赤) 


電源を〇 N にした状態で、 SECURITY ランプが橙色に点滅する 
まで(約1秒間）スイッチを押し続けると、無線親機とセキュリ 
ティーキー交換処理を行える状態 ( AOSS 動作状態）になりま 
す。 

点灯(緑）：通電時 
消灯 ：電源 OFF 時消灯 

点灯 ：暗号化設定して、無線親機に接続できている状態 

( AOSS または手動で暗号化設定をした時） 

2回点滅:セキュリティーキー交換処理を行える状態 
( AOSS 動作状態） 

連続点滅:セキュリティーキー交換処理に失敗、または暗号化設 
定をしているが無線親機に接続できていない状態 
消灯 ：暗号化設定されていない状態 

点灯 ：無線リンク時、無線通信時 

※無線の電波状態によりランプの色が変わります。 

(緑:100% 橙:50% 赤:25%) 

点滅の状態により、無線子機の状態を示します。 


状態 

内容 

2回点滅% 3 

フラッシュ ROM 異常 

フラッシュメモリーの読み書きができません。 

3回点滅% 3 

有線 LAN 異常 

有線 LAN コントローラーが故障しています。 

4回点滅% 3 

無線 LAN 異常 

無線 LAN コントローラーが故障しています。 

不規則点滅^ 

起動中 
設定保存中 

無線子機を起動しています。 

設定を保存しています。 


※3—度、 AC アダプターをコンセントから抜いて、しばらくしてから再度差し込んでください。再び 
ランフが点滅している場合は、弊社修理センター宛に無線親機をお送りください。 

※ヰ起動中と設定保存中は、絶対に AC アダプターをコンセントから抜かないでください。 


⑥ 設定初期化スイッチ 電源を ON にした状態で、 DIAG ランプが赤色に点灯するまで 

(約3秒間）スイッチを押し続けると、設定が初期化されます。 


⑦ LAN ポート 
LAN ランプ(緑) 


AV 機器/ゲーム機/ノソコンを接続します。 
点灯:有線リンク時 
点滅:有線通信時 


⑧ DC コネクター 


付属の AC アダプター を接続します。 


⑨ MAC アドレス 


無線子機の MAC アドレスが記載されています。 


• AOSS で無線親機と接続できない場合 

4 AOSS で接続できないときは、無線親機と無線子機を近づけてから、再度 AOSS で接続 
してください。 

4無線親機および無線子機の電源を入れなおしてください。 

※ AC アダプターは、無線親機および無線子機の DC コネクターに奥までしっかりと差し込 
んでください。 

4無線親機の無線チヤンネルを変更してください。手順は、無線親機のマニュアルを参照し 
てください。 


•パソコン同士をネットワークで接続する場合 

今各パソコンにネツトワークの設定が必要です。 Windows のマニュアルやヘルプを参照し 
て設定してください。 


• NetBEU 卜 IPX プロトコルや、独自のプロトコル ( FNA ) で通信できない 

4出荷時設定では、 TCP / IP および UDP プロトコルでの通信のみ可能です。 NetBEUNPX - 
その他独自のプロトコル （ FNA 等）で通信することはできません。 


※ヱ「ステップ2接続する無線親機を確認しよう」 （ P .1) の「「画面で見るマニュアル」を読む 
には」を参照。 



⑵ 


製品仕様 


■仕様 


Web で解決 

ペッファローホームページ ( buffalo . jp ) トップの検索ウィンドウに半角で「8003」と入力し、 
険索ボタンをクリックすると、よくある質問を表示します。困ったときにご参照ください。 

8003 



無線 LAN 
インターフ 
エース部 

準拠規格 

IEEE 802.11 g / IEEE 802.11 b ( AR 旧 STD - T 66) 

小電カデータ通信システム規格 

伝送方式 

直接拡散型スペクトラム拡散 ( DS - SS ) 方式半二重 
直交周波数分割多重(〇 FDM ) 方式半二重 

データ伝送速度 

6/9/12/1 8/24/36/48/54 Mbps ( IEEE 802.1 la ) 

1 /2/5.5/11 Mbps ( IEEE 802. nb ) 

アクセス方式 

インフラストラクチヤモード 

周波数範囲 
(中心周波数） 

1 ch 〜1 3 ch (241 2〜 2472 MHz ) 

※基本的に携帯電話、コードレスホン、テレビ、ラジオ等 
とは混信しませんが、これらの機器が 2.4 GHz 帯の無 
線を使用する場合は、混信が発生する可能性がありま 
す。 

有線 LAN 
インターフ 
エース部 

準拠規格 

IEEE 802.3 u (100 BASE - TX ) 

IEEE 802.3 (10 巳 ASE - T ) 

データ転送速度 

10/100 Mbps (自動認識） 

データ伝送モード 

半二重/全二重（自動認識） 

伝送路符号化方式 

4 B 5 B 、 MLT -30 00 BASE - TX ) 

マンチェスターコーディング （10 BASE - T ) 

ポート 

1 00 BASE - TX /10 BASE-T 
兼用ポート x 4( AUT 0- MDIX ) 

セキュリティー 

WPA-PSK ( TKIP / AES )' WPA 2 -PSK ( TKIP / AES )' 
WEP (128/64 bit ) 

消費電力/消費電流 

2.5 W (最大) /500 mA (最大） 

動作環境 

温度: 0° C 〜 40° C 湿度：10%〜85%(結露なきこと） 

重量 

124 g ( AC アダプター、縦置き用スタンドを含まず） 

外形寸法 

20( W ) x 101 ( H ) x 1 00( D)mm 


I •最新の製品情報や対応機種については、カタログまたはインターネットホー厶ページ 

( buffalo . jp ) を參照してください。 

•本製品の出荷時設定値は「画面で見るマニュアル(エアステーション設定ガイド）」の「マニュ 
アルを読む」—「製品情報」 —「 LAN 端子用無線子機(イーサネットコンパーター)」 — 「設定項 
目一覧」に記載されています。 


■ LAN ポート仕様 

コネクター形状 ( RJ -45 型8極コネクター) 


12345678 



ピン番号 

信号名 

信号機能 

1 

RD +/ TD + 

受信データ （ + )/ 送信データ （+ ) 

2 

RD -/ TD - 

受信データ（一）/送信データ（一） 

3 

TD +/ RD + 

送信データ （ + )/ 受信データ （+) 

4 

(Not Use ) 

未使用 

5 

(Not Use ) 

未使用 

6 

TD -/ RD - 

送信データ（一）/受信データ（一） 

7 

(Not Use ) 

未使用 

8 

(Not Use ) 

未使用 


※ AUT 〇- MDIX 機能により、送信/受信データを自動的に切り替えます。 



⑶ 


■本書の著作権は弊社に帰属します。本書の一部または全部を弊社に無断で転載、複製、改 
変などを行うことは禁じられております。 

■ BUFFALO ™ は、株式会社メル コ ホールディングスの商標です。 AirStation ™、 AOSS ™ 
は、株式会社バッファローの商標です。本書に記載されている他社製品名は、一般に各社 
の商標または登録商標です。本書では、 tm 、 ©、 ⑰などの マークは 記載していません。 

■本書に記載された仕様、デザイン、その他の内容については、改良のため予告なしに変更 
される場合があり、現に購入された製品とは一部異なることがあります。 

■本書の内容に関しては万全を期して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏 
れなどがありましたら、お買い求めになった販売店または弊社サボートセンターまでご 
連絡ください。 

■本製品は一般的なオフィスや家庭の〇 A 機器としてお使いください。万一、一般〇 A 機器 
以外として使用されたことにより損害が発生した場合、弊社はいかなる責任も負いかね 
ますので、あらかじめご了承ください。 

•医療機器や人命に直接的または間接的に関わるシステムなど、高い安全性が要求され 
る用途には使用しないでください。 

•—般 0 A 機器よりも高い信頼性が要求される機器や電算機システムなどの用途に使用 
するときはご使用になるシステムの安全設計や故障に対する適切な処置を万全におこ 
なってください。 

■本製品は、日本国内でのみ使用されることを前提に設計、製造されています。日本国外で 
は使用しないでください。また、弊社は、本製品に関して日本国外での保守または技術サ 
ポートを行っておりません。 

■本製品のうち、外国為替および外国貿易法の規定により戦略物資等（または役務）に該当 
するものについては、日本国外への輸出に際して、日本国政府の輸出許可（または役務取 
引許可)が必要です。 

■本製品の使用に際しては、本書に記載した使用方法に沿ってご使用ください。特に、注意 
事項として記載された取扱方法に違反する使用はお止めください。 

■ 弊社は、製品の故障に関して一定の条件下で修理を保証しますが、記憶されたデータが 
消失•破損した場合については、保証しておりません。本製品が八ードディスク等の記憶 
装置の場合または記憶装置に接続して使用するものである場合は、本書に記載された注 
意事項を遵守してください。また、必要なデータはノくックアップを作成してください。お 
客様が、本書の注意事項に違反し、またはバックアップの作成を怠ったために、データを 
消失•破棄に伴う損害が発生した場合であっても、弊社はその責任を負いかねますので 
あらかじめご了承ください。 

■本製品に起因する債務不履行または不法行為に基づく損害賠償責任は、弊社に故意また 
は重大な過失があった場合を除き、本製品の購入代金と同額を上限と致します。 

■本製品に隠れた瑕疵があった場合、無償にて当該瑕疵を修補し、または瑕疵のない同一 
製品または同等品に交換致しますが、当該瑕疵に基づく損害賠償の貴に任じません。 




■-切り取り 


保証契約約款 

この約款は、お客様が購入された弊社製品について、_に関する保証の条件等を規定するものです。お客様が、この約款に 
規定された条項に同意頂けない場合は保驗約を取り消すことができますが、その場合は、ご購入の製品を使用することなく 
販売店または弊社にこ*返却下さい。なお、この約款により、お客様の法律上の権利が制限されるものではありません。 

第1条（定義） 

1この約款において、「保証書」とは、保証期間に製品が故障した場合に弊社が g を行うことを約した重要な証明書をいい 
ます。 

2この約款において、「故障」とは、 

能しない状態をいいます。 

3この約款において、 

4この約款において、 

をいいます。 

5この約款において' 「有償修理]とは、製品が故釋 
戴して弊社が行う当該故障個所の修理をいいます。 

6この約款において、「製品」とは、弊社が販売に際して梱包されたもののうち、本体部分をいい、付属品および添付品など 
は含まれません。 


嘯働 
「韻保 BEj 


とは、！ 

とは、この約款に規定された条件により、弊社がお客様に対し: 

交障した場合であって、無償保証が適用されな 1 


ても' 製品が正常に機 
:をいいます。 


三しい使用方法に基づいて製品を作動させた場合であブ 

獅した場合' 弊社*撫償で行う当該故障刪の變 

■讎をお約束- 

、とき、お客様から】 


[すること 
賓用を頂 


を依頼することにより、無償保証の適用を 
ても無償保証の適用を受けることができません。 


1製品か*®[障した場合、お客様は、保証書に記載された保証期間内に弊社に対 
受けることができます。但し、次の各号に掲げる場合は、保証期間内であっ_ 

2 ^をご依頼される際に、保証書をご提示頂けない場合。 

3こ*提示頂いた保証書が、製品名および製品シリアル No . 等の重要事 J 

た疑いのある場合、または製品に表示されるシリアル No . 等の重要事項が消去、削除、もしくは改ざんされてい. 

4販売店様が保証書にご購入日の証明をされていない場合、またはお客様のご購入日を確認できる書類（レシートなど) 


より、偽造さ 
ハる齡〇 



上げ頂いた後、お客様による運送または移動に際し、落下また I 
不当な改造もしくは修理、または、弊社が指定するも 


.は衝 等に起因 
の以外の機器と| 


して故障または破損し 


の^により故障また 


3前各号に掲げ- 


1^*^ または自然劣化 I 
”る場合のほか、故障の I 


その他天変地変、または、 

し、消耗部品を取り: 


異常電圧なと 
換える場合。 


どの外部的要因により' 故障またはした場合。 


原因が、お客様の使用方法にあると認められる場合。 


mm 

款の規定に 


この約款の規定による修理は、次の各号に規定する条件の下で実施します。 

1修理のご依頼時には製品を弊社_センターにこ•送付ください。彳_センターについては各製品添付のマニュアル（電子マ 
ニュアルを含みます）または^ッケージをご確認ください。尚、送料は送付元負担とさせていただきます。また、ご送付時 
には宅配便など送付控え力項!る方法でご送付ください。郵送は固くお断り致します。 

2修理は、製品の分解または部品の交換もしくは補修により行います。但し、万一、修理が困難な場合または用が製品 
価格を上回る場合には、保証対象の製品と同等またはそれ以上の性能を有する他の製品と交換する事により対応させて頂く 
事があります。 

3八ードディスク等のデータ記置またはメディアの g に際しましては、 g の内容により、ディスクもしくは製品を交換 
する場合またはディスクもしくはメディアをフォー マッ トする場合などがございますが、{鍵の際、弊社は記憶されたデータ 
についてパックアップを作成いたしません。また、弊社は当該データの破損、消失などにつき、一切の責任を負いません。 

4無償胃により、交換された旧部品または旧製品等は、弊社にて適宜^^させて頂きます。 

5有償彳鍵により、交換された旧部品または旧製品等についても、弊社にて適宜廃棄処分させて頂きますが、修理をご依頼さ 
れた際にお客様からお知らせ頂ければ、旧部品等を返品いたします。但し、部品の性質上ご意向に添えない場合もございま 


V ご購入された製品について、弊社に故意または重大な過失があった場合を除き、債務不履行または不法行為に基づ 
く損害賠償寅任は、当該製品の購入代金を限度と致します。 

2お客様がご購入された製品について、隠れた瑕疵があった場合は、この約款の規定にかかわらず、無償に 
しまたは瑕疵のない製品または同等品に交換致しますが、当^®に基づく損害賠償の貴に任じません。 

3弊社における保証は、お客様がご購入された製品の機能に関するものであり、八ードディスク等のデータ S 
れたデータ C 


;::て当を修補 
夕記讎置につい 


て、記憶されたデータの消失または破損について保証するものではありません。 


第5条獅範囲） 

この約款は、日本国内においてのみ有効です。また海外でのご使用につきましては、弊社はいかなる保証もいたしません。 




































































































































